高麗時代の道教と仏教（下） by 梁, 銀容
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「
梵
行
求
者
。
従
世
第
一
法
趣
苦
法
智
忍
時
。
有
梵
行
。
求
非
有
梵
行
。
所
以
者
何
。
八
支
聖
0
道
説
名
梵
行
。
彼
於
爾
時
未
得
未
近
得
。
未
有
未
現
有
。
従
苦
法
智
忍
趣
苦
法
智
時
。
有
梵
行
求
亦
有
梵
行
。
所
以
者
何
。
八
支
聖
道
説
名
梵
行
。
彼
於
爾
時
已
得
已
近
得
。
已
有
巳
現
有
。
②
⑰
如
是
従
苦
法
智
趣
苦
類
智
忍
。
…
…
従
道
類
智
趣
道
類
智
。」
(大
正
二
六
・
三
八
三
a
b
)
こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
先
の
発
智
論
の
見
道
十
五
心
説
で
も
八
健
度
論
の
見
道
十
六
心
説
で
も
な
い
、
見
道
十
七
心
説
と
で
も
言
え
る
型
体
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
見
道
説
は
、
先
に
検
討
し
た
大
毘
婆
沙
論
の
註
釈
時
代
に
入
っ
て
十
五
心
見
道
説
を
許
す
以
前
の
、
先
の
大
毘
婆
沙
論
と
逆
な
解
釈
を
行
な
っ
て
い
た
西
方
諸
師
の
見
道
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
も
先
の
こ
例
に
引
き
続
い
て
現
存
の
集
異
門
足
論
中
に
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
以
外
の
教
学
的
要
素
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
三
例
の
現
存
品
類
足
論
中
の
西
方
尊
者
の
教
学
的
影
響
や
大
毘
婆
沙
論
の
教
学
と
は
一
致
し
な
い
現
存
集
異
門
足
論
の
見
道
説
の
事
実
は
、
各
論
書
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
の
説
一
切
有
部
化
さ
れ
る
以
前
の
教
学
的
痕
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
初
期
の
論
書
が
西
方
師
と
の
密
接
な
教
学
的
影
響
の
も
と
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
の
様
な
関
係
を
先
の
「
旧
外
国
師
同
二
此
国
説
ご
が
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
発
智
論
か
ら
大
毘
婆
論
へ
の
教
学
的
発
展
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
ま
た
二
百
巻
の
大
部
な
大
毘
姿
沙
論
の
根
本
的
な
る
教
学
的
立
場
は
、
如
何
な
る
も
の
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
今
後
の
新
た
な
る
課
題
と
し
て
開
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
麗
時
代
の
道
教
と
仏
教
(下
)
四
、
高
麗
道
教
の
特
徴
梁
銀
容
前
掲
の
資
料
(
前
号
参
照
)
を
検
討
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
高
麗
道
教
の
流
れ
や
そ
の
特
性
を
、
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
に
纒
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
高
麗
道
教
は
大
別
し
て
、
宋
か
ら
の
成
立
道
教
の
将
来
や
福
源
宮
の
建
立
さ
れ
る
睿
宗
朝
(
一
=
○
年
代
)
を
境
目
に
、
前
後
両
期
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
前
期
は
王
室
の
斎
醺
を
中
心
に
成
立
道
教
的
脈
絡
が
相
伝
さ
れ
た
。
⑮
一
方
、
も
と
よ
り
理
世
治
国
の
道
理
に
、
儒
・
仏
・
仙
三
教
の
鼎
足
的
観
念
が
土
着
伝
承
さ
れ
た
。
従
っ
て
睿
宗
朝
以
前
の
道
教
に
、
た
と
え
組
織
的
社
会
的
活
動
が
欠
如
さ
れ
て
い
た
と
言
え
ど
も
、
国
教
位
置
の
仏
教
や
官
学
の
儒
教
に
次
ぐ
観
念
を
、
社
会
基
層
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
五
千
言
」
(
『
老
子
老
徳
経
』
)
の
流
布
が
こ
れ
を
物
語
る
。
高
麗
王
朝
に
お
い
て
は
、
建
国
初
か
ら
護
国
信
仰
的
展
開
の
中
に
仏
教
・
図
讖
等
の
諸
信
仰
的
要
素
が
排
斥
感
な
く
受
容
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
道
教
や
老
荘
思
想
を
も
同
様
に
高
麗
社
会
に
受
容
さ
れ
て
以
来
、
朝
野
に
広
く
流
行
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
、
福
源
宮
建
立
の
前
後
は
、
社
会
情
勢
か
ら
見
て
も
、
金
の
興
起
(
一
一
一
五
)
や
遼
の
衰
退
滅
亡
(
=
二
五
)
、
そ
し
て
北
南
宋
の
交
替
(
一
=
一七
)
等
、
実
に
激
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
際
環
境
の
中
で
高
麗
は
対
外
対
内
的
に
急
変
多
難
の
時
代
を
迎
え
る
。
睿
宗
朝
の
道
教
⑯
将
来
を
、
李
仲
若
(
?
1
一
一
二
二
)
の
輩
出
と
い
う
内
的
な
面
と
、
対
宋
外
交
と
い
う
外
的
な
面
と
の
合
致
と
見
れ
ば
、
以
降
、
斎
醺
盛
行
も
ま
た
頻
繁
な
内
憂
外
患
の
時
代
相
を
反
映
す
る
も
の
で
⑰
あ
る
。
こ
の
福
源
宮
に
よ
っ
て
、
斎
醺
を
中
心
と
し
た
前
期
の
流
れ
が
、
悉
く
成
立
道
教
の
体
系
に
吸
収
整
備
さ
れ
、
道
教
機
関
や
醺
星
処
が
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
福
源
宮
等
の
道
観
に
は
、
仏
教
で
見
る
強
い
教
団
的
組
織
と
か
民
衆
教
化
に
影
響
力
を
発
揮
す
る
と
か
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
く
、
ひ
た
す
ら
王
室
の
斎
醺
福
田
と
し
て
一
貫
す
る
特
徴
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
麗
社
会
に
道
士
の
存
在
を
認
め
る
と
き
、
そ
こ
に
は
三
清
を
中
心
と
す
る
信
仰
体
系
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
道
士
輩
出
⑱
の
た
め
の
道
教
戒
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
道
教
関
係
の
職
品
を
も
次
第
に
整
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
高
麗
後
期
の
道
教
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
老
子
道
徳
経
』
⑲
よ
り
『
黄
庭
経
』
重
視
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
識
者
の
道
教
教
義
に
対
す
る
理
解
の
深
化
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
単
な
る
思
想
的
な
理
解
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
行
為
の
伴
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
③
元
宗
元
年
(
一
二
六
五
)
夏
四
月
、
庚
申
。
太
子
(
忠
烈
王
)
。
邀
宴
安
慶
公
(
王
泪
)
。
奏
楽
達
曙
。
国
俗
。
以
道
家
説
。
毎
至
是
日
。
必
会
飲
。
徹
夜
不
鰥
。
謂
之
守
庚
申
。
太
子
。
亦
徇
時
俗
。
時
議
非
之
。
(
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
亠ハ
。
)
④
歳
闌
今
夜
是
庚
申
共
説
三
尸
事
最
神
磴
視
莫
教
過
海
眼
天
庭
咫
尺
王
皇
宸
児
女
無
知
最
可
憐
猶
知
頭
上
有
蒼
天
明
明
不
待
三
戸
報
休
把
微
労
欲
盖
愆
貧
家
寂
寂
樗
蒲
戯
甲
第
紛
紛
玳
瑁
筵
銷
沮
閉
蔵
猶
可
恕
酣
歌
恒
舞
適
増
愆
(
『
牧
隠
集
』
牧
隠
詩
蒿
巻
六
。
)
と
あ
る
、
「
庚
申
信
仰
」
・
「
三
尸
信
仰
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
王
室
の
場
合
(③
)
、
そ
れ
は
娯
楽
化
し
た
感
じ
が
あ
る
が
、
一
般
的
な
現
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
(
④
)
。
道
教
説
に
よ
る
典
型
的
な
形
が
国
俗
化
し
、
こ
の
流
行
が
王
室
に
、
そ
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
m
仁
宗
九
年
(
一
=
一=
)
に
、
⑤
三
月
。
甲
子
。
禁
諸
生
。
治
老
荘
之
学
。
(
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
工
ハ。
)
と
あ
る
措
置
は
、
こ
う
し
た
時
俗
傾
向
を
語
る
の
に
違
い
な
い
。
庚
申
日
は
、
大
体
二
個
月
(
六
〇
日
)
に
一
回
訪
れ
る
の
で
、
「
守
庚
申
」
作
法
は
ひ
と
月
お
き
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
朝
野
に
流
行
し
た
か
か
る
信
仰
習
が
民
衆
に
強
く
根
を
お
ろ
し
、
後
代
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
言
え
⑳る
。さ
ら
に
、
こ
れ
と
関
わ
っ
て
丹
学
と
か
民
衆
道
教
等
、
幾
つ
か
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
主
題
を
考
慮
し
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
五
、
結
び
1
仏
教
と
関
連
し
て
ー
以
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
極
め
て
簡
略
で
は
あ
る
が
、
高
麗
道
教
の
輪
廓
を
把
握
し
て
き
た
。
で
は
こ
の
よ
う
な
道
教
が
仏
教
と
ど
う
い
う
風
に
関
わ
る
の
か
。
睿
宗
代
以
前
の
道
教
的
流
れ
は
、
前
述
し
た
通
り
、
仏
教
と
の
著
し
い
相
互
関
係
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
在
来
の
道
教
的
な
流
れ
(
老
荘
思
想
・
民
衆
道
教
を
も
含
め
)
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
羅
王
室
か
ら
王
者
的
位
置
を
占
め
て
き
た
華
厳
等
の
教
宗
や
、
新
羅
下
代
か
ら
豪
族
宗
教
と
し
て
土
着
発
展
し
て
き
た
禅
門
を
問
わ
ず
、
仏
教
の
注
目
を
引
け
る
程
、
道
教
は
社
会
変
革
の
機
能
も
組
織
的
成
長
を
も
も
た
な
か
っ
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
述
の
李
能
和
氏
の
よ
う
な
、
八
関
会
を
道
教
の
斎
醺
と
見
做
し
そ
の
中
で
仏
教
と
道
教
と
の
関
連
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
観
点
は
、
も
っ
と
も
適
切
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
三
教
鼎
足
的
済
世
観
念
下
で
、
ま
た
は
高
麗
社
会
の
も
つ
諸
信
仰
要
素
の
習
合
的
展
開
過
程
で
、
雑
多
に
混
在
さ
れ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
高
麗
建
国
と
時
期
を
共
に
し
て
特
に
信
仰
的
に
土
着
し
て
来
た
図
讖
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
仏
教
と
道
教
は
確
か
に
軌
道
を
同
じ
く
し
て
き
た
と
言
え
る
。
人
間
の
未
来
を
予
言
し
国
家
の
興
亡
を
占
う
図
讖
が
、
高
麗
太
祖
王
建
(在
位
九
一
八
ー
九
四
三
)
に
よ
る
易
姓
建
国
革
に
符
命
と
掲
げ
ら
れ
高
麗
王
室
に
受
容
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
は
国
策
決
定
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
、
仏
　
●
教
の
「
裨
補
寺
塔
説
」
を
は
じ
め
、
高
麗
社
会
に
お
け
る
信
仰
思
想
の
底
辺
を
形
成
す
る
。
こ
れ
が
高
麗
護
国
信
仰
の
典
型
で
あ
り
、
か
か
る
護
国
観
念
下
で
、
例
え
ば
、
⑥
睿
宗
二
年
(
=
〇
七
)
五
月
。
乙
未
。
疇
雨
于
廟
社
群
望
。
庚
子
。
亦
如
之
。
百
官
。
疇
于
興
国
寺
。
壬
寅
。
又
疇
于
法
雲
寺
。
乙
巳
。
醺
太
一
于
乾
徳
殿
。
乙
卯
。
又
醺
于
乾
徳
殿
。
薦
雨
。
(
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
二
。
)
の
よ
う
に
、
互
い
に
ま
っ
た
く
異
な
る
信
仰
体
系
が
な
ん
ら
摩
擦
も
な
く
混
修
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
仏
教
と
道
教
の
儀
礼
が
同
様
に
護
国
儀
礼
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
共
存
が
不
可
欠
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
道
教
と
仏
教
を
結
ぶ
の
は
、
王
室
と
か
術
僧
(
図
讖
僧
)
に
限
る
、
と
い
う
特
性
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
⑦
別
例
祈
恩
都
監
。
明
宗
八
年
(
=
七
八
)
。
術
僧
致
純
言
。
国
家
。
自
庚
寅
。
至
癸
卯
。
然
後
患
難
稍
弭
。
宣
令
両
班
。
禄
俸
二
十
石
以
上
。
十
石
。
例
出
一
斗
。
用
充
斎
祭
之
費
。
以
事
祈
穣
。
則
実
乱
可
弭
。
宰
相
。
遂
置
都
監
。
(
『
高
麗
史
』
志
巻
第
三
一。
)
⑧
A
。
妙
清
(
?
1
一
=
二
五
)
。
西
京
(
平
壌
)
僧
。
後
改
浄
心
。
仁
宗
六
年
(
一
=
一
八
)
。
日
者
白
寿
翰
。
以
検
校
少
監
。
分
司
西
京
。
謂
妙
清
為
師
。
二
人
。
托
陰
陽
秘
術
以
惑
衆
。
鄭
知
常
。
亦
西
京
人
。
深
信
其
説
。
以
為
上
京
(
開
城
)
基
業
已
衰
。
宮
闕
焼
尽
無
餘
。
西
京
有
王
気
。
宣
移
御
為
上
京
。
…
…
(同
上
、
列
伝
巻
第
四
十
。
)
B
.
妙
清
又
説
王
(
仁
宗
)
。
林
原
宮
城
。
置
八
聖
堂
于
宮
中
。
八
聖
。
一
日
、
護
国
白
頭
嶽
太
白
仙
人
実
徳
文
殊
師
利
菩
薩
二
日
、
龍
圍
嶽
六
通
尊
者
実
徳
釈
迦
仏
三
日
、
月
城
嶽
天
仙
実
徳
大
弁
天
神
四
日
、
駒
麗
平
壌
仙
人
実
徳
燃
燈
仏
五
日
、
駒
麗
木
覓
仙
人
実
徳
眦
婆
尸
仏
六
日
、
松
嶽
震
主
居
士
実
徳
金
剛
索
菩
薩
七
日
、
甑
城
嶽
神
人
実
徳
勤
叉
天
王
八
日
、
頭
嶽
天
女
実
徳
不
動
優
婆
夷
皆
絵
像
安
。
…
…
(同上
)
と
あ
る
、
図
讖
秘
術
に
よ
る
展
開
で
あ
る
。
資
料
の
性
格
上
、
道
教
機
関
の
設
置
(
⑦
)
と
道
仏
思
想
の
混
用
(⑧
)
と
い
う
差
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
術
僧
、
そ
れ
も
図
讖
原
理
に
基
づ
く
護
国
思
想
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
、
注
目
さ
れ
る
。
睿
宗
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
例
が
、
『
高
麗
史
』
を
は
じ
め
現
存
史
料
の
中
に
か
な
り
散
在
す
る
か
ら
、
道
教
の
流
布
と
伴
な
い
、
こ
う
し
た
思
潮
が
護
国
信
仰
の
表
面
に
ま
で
浮
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
関
連
を
機
能
的
な
面
を
中
心
と
し
て
現
わ
す
と
、
〈表
五
〉
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
高
麗
時
代
に
お
け
る
道
教
と
仏
教
は
、
祚
業
(
護
国
)
へ
の
資
福
と
い
う
同
上
線
上
で
、
互
い
に
影
響
を
授
受
し
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
が
、
「
雑
信
の
混
入
し
た
道
教
的
習
慣
が
仏
教
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
⑳だ
」
と
言
え
る
程
、
直
接
的
な
交
渉
関
係
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
〈
表
五
〉
の
よ
う
に
、
王
業
　　
を
至
上
と
す
る
護
国
信
仰
思
想
の
体
系
下
で
、
両
者
は
図
讖
(
等
の
)
信
仰
を
通
じ
て
、
相
互
関
連
を
結
ん
で
い
た
も
の
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
註
①
李
能
和
氏
(
一
八
六
九
-
一
九
四
五
)
の
遺
著
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
東
国
大
学
校
に
よ
っ
て
『
韓
国
道
教
史
』
と
改
題
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
同
書
の
紹
介
と
し
て
窪
徳
忠
「
韓
国
道
教
史
」
(
『
東
洋
学
報
』
四
四
ー
四
所
収
)
が
発
表
さ
れ
た
。
②
『
高
麗
史
節
要
』
巻
之
二
、
成
宗
文
懿
大
王
元
年
、
崔
承
老
「
時
務
二
十
八
条
」
。
③
拙
稿
、
「
高
麗
道
教
の
浄
事
色
に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
九
、
七
六
頁
)
参
照
。
④
道
観
福
源
宮
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
麗
道
教
の
福
源
宮
に
つ
い
て
」
(
『京
阪
論
叢
』
六
、
三
1
-
六
三
頁
)
参
照
。
⑤
李
箕
永
「
韓
国
文
化
史
上
の
仏
教
と
道
教
」
(
『
仏
教
と
道
教
』
、
円
光
大
学
校
刊
、
三
七
頁
)
で
も
、
李
能
和
茂
の
説
に
基
づ
い
て
、
八
関
会
を
道
教
醺
祭
と
見
て
い
る
。
⑥
申
来
浩
茂
(
一
:
:
O
-
1
九
三
六
)
も
、
彼
の
著
『
韓
国
史
研
究
章
』
(
乙
酉
文
庫
本
)
剛
五
五
頁
で
、
こ
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
る
。
⑦
拙
稿
「
新
羅
八
関
会
の
展
開
に
つ
い
て
」
(
第
三
一
回
仏
教
史
学
会
発
表
要
旨
)
お
よ
び
同
「
高
麗
八
関
会
現
象
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
:
-
1
、
一
八
八
頁
)
参
照
。
⑧
裴
宗
鎬
「
高
麗
の
道
教
思
想
」
(
『
韓
国
哲
学
研
究
』
巻
上
、
三
八
〇
頁
)
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
因
み
に
同
書
に
は
同
論
文
に
対
す
る
論
評
と
し
て
、
金
忠
烈
「
高
麗
の
道
教
思
想
評
略
」
(
三
九
〇
頁
)
・
車
柱
環
「
高
麗
道
教
思
想
読
記
」
(
三
九
三
頁
)
が
載
っ
て
い
る
が
、
か
か
る
本
質
に
関
す
る
問
題
は
ま
っ
た
く
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
⑨
前
間
恭
作
「
開
京
宮
殿
簿
」
(
『
朝
鮮
学
報
』
二
六
、
二
二
頁
)
参
照
。
⑩
新
羅
時
代
か
ら
あ
っ
た
、
熾
盛
光
如
来
と
関
わ
る
寺
院
境
内
の
殿
閣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
(
『
三
国
史
記
』
列
伝
第
十
。
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
。)
、
そ
れ
と
も
寺
院
と
は
関
わ
り
な
い
醺
星
処
で
あ
っ
た
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
⑪
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
六
、
元
宗
二
年
(
=
一
六
一
)
六
月
条
。
⑫
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
六
に
、
「
元
宗
六
年
(
一
二
六
五
)
二
月
。
辛
丑
朔
。
親
設
霊
宝
道
場
于
神
格
殿
。
」
と
あ
る
の
が
、
好
例
で
あ
る
。
な
お
、
「霊
宝
道
場
」
の
設
行
は
前
後
十
回
現
わ
れ
る
が
、
〈
表
三
〉
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
⑬
現
存
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た
高
麗
の
仏
教
儀
式
は
、
各
種
法
・
道
場
・
斎
会
等
八
三
種
、
一
〇
三
八
回
の
設
行
と
集
計
さ
れ
る
。
(
徐
閏
吉
、
コ
咼
麗
の
護
国
法
会
と
道
場
L
、
『
仏
教
学
報
』
一
四
、
八
九
頁
以
下
に
よ
る
)
⑭
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
三
、
高
宗
四
一
年
C
1
二
五
四
)
九
月
条
。
⑮
前
掲
拙
稿
「
高
麗
道
教
の
浄
事
色
に
つ
い
て
」
七
六
頁
参
照
。
⑯
林
椿
「
逸
斎
記
」
(
『
東
文
選
』
巻
六
五
所
収
)
。
彼
の
友
人
郭
輿
(
一
〇
五
九
ー
一
=
二
〇
)
が
王
室
の
礼
遇
を
受
け
、
「
金
門
羽
客
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
(『
高
麗
史
節
要
』
巻
之
一
一
、
睿
宗
八
年
条
)
、
等
か
ら
当
時
の
状
況
が
窺
え
る
。
⑰
「
高
宗
四
年
。
(契
)
丹
兵
来
侵
。
省
枢
両
府
。
議
立
祈
恩
都
監
。
抽
歛
禄
科
米
。
設
斎
醺
。
以
穣
之
。
」
(『
高
麗
史
』
志
巻
第
三
一
。
諸
司
都
監
各
色
条
)
⑱
『
高
麗
史
』
列
伝
巻
第
四
七
に
、
「
(
廃
隅
王
)
五
年
(
二
二
七
九
)
五
月
。
乙
酉
。
以
旱
。
命
判
典
医
楊
宗
真
。
行
醺
求
雨
。
宗
真
。
号
碧
雲
。
本
閲
中
道
士
也
。
」
と
あ
る
が
、
道
士
出
身
の
宗
真
が
判
典
医
に
就
い
て
ま
で
斎
醺
を
主
管
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
彼
は
お
そ
ら
く
道
教
医
術
に
縁
由
し
た
登
用
と
考
え
ら
れ
る
。
(
韓
国
の
道
教
医
学
に
つ
い
て
は
、
三
木
栄
「
朝
鮮
の
道
教
医
学
」
(
『
朝
鮮
学
報
』
六
〇
、
七
六
頁
)
こ
う
し
た
傾
向
は
睿
宗
代
の
道
教
将
来
の
張
本
人
で
あ
っ
た
李
仲
若
の
場
合
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
(
前
掲
拙
稿
「
高
麗
道
教
の
福
源
宮
に
つ
い
て
」
四
二
頁
)
そ
し
て
、
道
教
機
関
を
通
じ
た
朝
廷
進
出
は
次
の
〈
表
〉
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
流
れ
が
朝
鮮
に
伝
承
さ
れ
、
昭
格
署
の
令
が
従
五
品
に
ま
で
上
昇
す
る
。
(
朝
鮮
道
教
の
職
制
な
ら
び
階
位
は
『
朝
鮮
道
教
史
』
第
一
五
章
機
関
浄
事
色
大
清
観
官
名
品
階
内
侍
浄
事
皇
参
上
(
六
品
以
上
)
参
下
(
七
品
以
下
)
判
官
一
従
九
品
典
処
一
備
考
覊
覊
史
』
志
巻
「霧
官
鸚
囃
』
志
巻
藁
班
⑲
「
逸
斎
記
お
よ
び
李
奎
報
の
古
律
詩
「
賜
李
道
士
」
(
『
東
国
李
相
国
集
』
巻
一
六
)
に
あ
ら
わ
れ
、
各
種
青
詞
に
も
同
様
で
あ
る
。
⑳
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
窪
徳
忠
「
李
朝
の
三
尸
信
仰
」
(
『
朝
鮮
学
報
』
三
六
・
三
七
、
二
七
〇
頁
)
参
照
。
⑳
諸
種
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
「
裨
補
寺
塔
説
」
に
よ
る
体
系
化
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
原
理
は
「
(
一
)
行
。
抜
筆
。
向
三
韓
山
水
図
中
。
択
三
千
八
区
。
件
件
落
点
。
日
。
人
若
有
病
急
。
即
尋
血
脉
。
或
針
或
炙
則
。
即
病
愈
。
山
川
之
病
。
亦
然
。
今
我
落
点
処
。
或
建
寺
立
仏
立
塔
立
浮
図
則
。
如
人
鍼
炙
。
名
日
裨
補
也
。」
(
『
朝
鮮
寺
刹
史
料
』
巻
下
、
一
〇
〇
五
頁
)
と
示
さ
れ
、
各
種
讖
記
類
が
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
。
㊧
拙
稿
『
高
麗
図
讖
信
仰
の
研
究
』
一
五
一
頁
以
下
参
照
。
(⑳
前
掲
李
箕
永
「
韓
国
文
化
史
上
の
仏
教
と
道
教
」
四
九
頁
で
は
、
「
雑
信
の
混
入
し
た
道
教
的
習
慣
が
仏
教
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
日
月
星
辰
、
山
川
の
神
霊
に
向
け
る
醺
祭
が
方
法
的
に
仏
教
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
韓
国
の
仏
寺
の
一
隅
に
は
七
12
星
閣
だ
と
か
、
十
王
殿
・
冥
府
殿
・
山
神
閣
な
ど
、
道
教
の
一
廓
が
設
け
ら
れ
・.....」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
筆
者
に
と
っ
て
は
再
考
を
要
す
る
問
題
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
七
星
閣
の
場
合
、
そ
れ
は
確
か
に
現
今
一
般
的
に
通
用
す
る
説
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
本
稿
註
⑩
の
熾
盛
光
如
来
に
関
す
る
資
料
(『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
。
他
に
金
寛
毅
撰
『
編
年
通
録
』
逸
文
に
も
あ
ら
わ
れ
る
)
の
欠
落
等
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
正
し
い
観
点
と
は
思
え
な
い
。
⑳
後
来
、
朝
鮮
後
期
僧
華
潭
敬
華
(
一
七
八
六
ー
一
八
四
八
)
撰
『
天
地
八
陽
神
呪
経
註
解
』
等
で
見
る
よ
う
な
仏
教
思
潮
の
問
題
が
あ
る
が
、
時
代
的
流
れ
を
考
慮
し
て
理
解
す
べ
く
、
な
お
高
麗
朝
に
お
い
て
は
詳
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
論
の
研
究
ー
a
n
i
r
o
d
h
�
d
y
-
a
s
t
a
v
is
e
s
a
n
a
に
つ
い
て前
川
重
綱
不
減
・
不
生
、
不
断
・
不
常
、
不
一
・
不
異
、
不
来
・
不
去
に
し
て
、
戯
論
が
寂
滅
し
、
吉
祥
な
る
縁
起
を
説
き
た
ま
え
る
正
覚
者
を
、
も
ろ
も
ろ
の
説
法
者
の
中
で
の
最
も
勝
れ
た
人
と
し
て
稽
首
礼
す
る
。
(帰
敬
偈
)
a
n
iro
d
h
a
m
a
n
u
tp
�
d
a
m
a
n
u
c
c
h
e
d
a
m
a
s
�
s
v
a
ta
m
°
a
n
e
k
�
r
th
a
m
a
n
�
n
�
r
th
a
m
a
n
�
g
a
m
a
m
a
n
irg
a
m
a
m
.
y
a
k　
p
r
a
tity
a
-sa
m
u
tp
�
d
a
m
p
r
a
p
a
n
c
a
u
p
a
s
a
m
a
xn
s
iv
a
m
°
d
e
s
a
y
�
m
�
sa
sa
m
b
u
d
d
h
a
s
ta
m
v
a
n
d
e
v
a
d
a
t�
m
v
a
r
a
m
°
『
中
論
』
に
お
い
て
、
縁
起
と
か
無
自
性
と
か
空
、
さ
ら
に
八
不
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
哲
学
的
概
念
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
中
論
の
開
巻
劈
頭
を
飾
る
不
滅
・
不
生
等
の
八
不
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
周
知
の
と
お
り
、
中
論
の
中
心
課
題
は
縁
起
で
あ
る
。
龍
樹
が
縁
起
を
正
法
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
空
仮
中
と
展
開
し
た
の
が
中
論
で
あ
る
。
「
八
不
」
も
ま
た
、
中
論
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
ま
た
な
い
。
従
っ
て
、
八
不
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
、
a
n
ir
o
d
h
�
d
y
a
s
t
a
v
is
e
s
a
n
a
も
し
く
は
a
s
ta
v
ise
sa
n
a
p
ra
t
is
e
d
h
a
な
ど
と
し
て
、
p
r
a
t
it
y
a
-sa
m
u
tp
�
d
a
や
s
�
n
y
a
t�
Q
よ
う
に
、
も
っ
と
頻
出
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
の
月
称
造
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
の
三
ペ
ー
ジ
十
二
行
目
に
、
た
だ
一
度
、
a
n
iro
d
h
�
d
y
a
s
ta
v
is
e
sa
n
a
(
不
滅
等
の
八
つ
の
特
徴
)
と
し
て
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
あ
た
か
も
、
「
中
道
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
中
観
思
想
に
欠
か
せ
ぬ
こ
と
ば
が
、
中
論
第
廿
四
章
観
四
諦
品
第
十
八
偈
に
お
い
て
、
m
a
d
h
y
a
m
�
p
r
a
tip
a
d
と
し
て
、
文
字
ど
お
り
、
た
だ
の
一
回
の
み
し
か
登
場
し
な
い
よ
う
に
。
さ
て
、
八
不
と
は
、
不
滅
・
不
生
、
不
断
・
不
常
、
不
一
・
不
異
、
不
来
・
不
去
と
い
う
八
つ
の
否
定
命
題
の
こ
と
で
あ
る
が
、
八
不
は
戯
論
寂
滅
の
涅
槃
の
境
地
を
表
現
す
る
一
方
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
や
外
教
の
固
執
す
る
有
自
性
論
に
対
す
る
破
邪
即
顕
正
の
論
破
の
形
式
、
つ
ま
り
論
破
の
方
法
論
で
も
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
方
法
論
は
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
が
三
論
玄
義
に
お
い
て
、
0
破
レ
邪
則
下
撼
二
沈
淪
一
顕
レ
正
則
上
弘
二
大
法
噴
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
上
求
菩
提
下
化
衆
生
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
大
乗
仏
教
の
第
一
義
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
不
滅
等
の
八
つ
の
特
徴
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
縁
起
、
す
な
わ
ち
「
八
不
の
縁
起
」
は
必
ず
し
も
龍
樹
の
独
創
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
思
想
は
、
初
転
法
輪
に
対
す
る
第
二
転
法
輪
を
意
味
す
る
般
若
経
に
存
在
し
、
龍
樹
は
こ
れ
を
継
承
し
た
、
あ
る
い
は
思
想
的
影
響
を
受
け
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
大
小
幾
つ
か
の
般
若
経
群
の
う
ち
、
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
八
千
頌
般
若
経
」
を
ひ
も
ど
く
時
、
そ
こ
に
は
、
中
論
に
お
い
て
明
晰
な
論
理
を
も
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
空
と
か
無
自
性
と
か
縁
起
、
あ
る
い
は
八
不
の
原
形
で
あ
る
一
切
の
概
念
否
定
な
ど
と
い
う
諸
概
念
が
至
る
と
こ
ろ
に
説
か
れ
て
い
る
。
い
ま
は
、
縁
起
、
無
自
性
、
空
な
ど
に
つ
い
て
の
論
証
は
省
略
す
る
が
、
「
八
不
」
の
原
形
と
な
る
経
文
の
一
節
だ
け
は
、
こ
こ
に
掲
げ
よ
う
。
す
べ
て
の
も
の
は
言
語
表
現
を
離
れ
、
こ
と
ば
を
離
れ
、
表
現
さ
れ
ず
、
言
説
さ
れ
な
い
と
い
②
う
こ
と
か
ら
般
若
波
羅
蜜
に
近
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
般
若
経
の
譬
喩
と
直
観
に
論
理
を
与
え
た
の
が
龍
樹
で
あ
り
、
か
れ
独
自
の
天
才
的
論
理
に
よ
っ
て
、
般
若
経
の
超
論
理
が
論
理
の
世
界
に
投
影
さ
れ
、
そ
れ
が
縁
起
即
空
と
い
う
中
観
哲
学
の
根
本
的
立
場
を
基
礎
づ
け
た
の
が
龍
樹
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
般
若
経
の
論
理
を
体
系
化
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
方
法
論
が
展
開
さ
れ
る
の
か
。
ま
ず
、
「
八
不
の
縁
起
」
の
八
不
に
つ
い
て
考
察
を
し
よ
う
。
八
不
と
は
、
な
に
か
。
八
不
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
不
滅
・
不
生
を
は
じ
め
と
す
る
四
種
相
対
概
念
の
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
、
八
不
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
一
切
の
言
辞
立
語
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
戯
論
p
r
a
p
a
n
c
a
と
分
別
く
涛
巴
窟
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
八
不
を
C
a
n
d
r
a
k
ir
ti
は
「
縁
起
に
は
無
辺
の
規
定
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
八
つ
の
み
を
採
用
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
主
と
し
て
論
③
議
の
諸
点
を
構
成
す
る
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
釈
し
、
青
目
は
、
問
日
。
諸
法
無
量
。
何
故
但
以
二
此
八
事
一破
。
答
日
。
法
雖
一蕪
且毘
略
説
二
八
事
一則
為
三
総
④
破
二
一
切
法
司
と
論
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
無
常
な
る
存
在
の
背
後
に
、
実
は
存
在
も
し
な
い
自
性
・。<
菩
冨
く
ρ
